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新しい学習指導要領は、完全学校週５日制の下、基礎的・基本的な内容の確実な習得を図り、自ら学び自ら考える力

などの「生きる力」を育成することを基本的なねらいとして、小学校・中学校では平成１４年度に全面実施され、高等

学校では本年度より学年進行で実施されている。 

このねらいを実現するため、平成１２年１２月に教育課程審議会から「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価

の在り方について」の答申が出され、これを受けて国立教育政策研究所・教育課程研究センターから、平成１４年２月

に小学校及び中学校における「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料―評価規準、評価方法等の研究

開発（報告）―」が示された。 

このような中で、体育センター研修指導室では、昨年度学習評価についての理論及び授業研究を行い、「中学校保健

体育の学習評価に係る調査研究」として報告書にまとめた。 

そして今年度の研修指導室における研究内容は、高等学校における「評価の観点及びその趣旨」が国立教育政策研究

所より示されたことから、前年度の研究を踏まえ高等学校保健体育における学習評価及び評価資料の活用方法について

理論的研究を行い、その結果をまとめ評価資料集を作成することで、各学校が学習評価計画を作成する際に活用できる

と考え、本テーマを設定した。 

 

１ 研究の目的 

高等学校保健体育の学習評価及び評価資料の活用

方法について研究し、各学校が学習評価計画を作成

する際に活用できる評価資料集を作成することを目

的とする。 

 

２ 研究の期間 

平成１５年４月～平成１７年３月 

（２年継続研究の１年目） 

 

３ 研究の内容及び方法 

平成１５年度 

(1) 学習評価に係る先行研究 

(2) 学習評価に係る理論研究 

(3) 学習評価に係る資料の作成 

(4) 中間のまとめ 

平成１６年度 

(5) 研究協力校における授業実践 

(6) 授業結果のまとめ 

(7) 報告書の作成 

(8) 研究のまとめ 

 

４ 研究計画 

平成１５年度 

４月～９月 研究計画立案 

１０月～２月 文献研究 

３月 研究発表 

 

平成１６年度 

４月 授業実践説明会 

６月～１０月 研究協力校における授業実践 

１１月～１月 研究結果のまとめ、報告書作成 

３月 研究発表 

 

５ 研究の実際 

次ページより 

 

６ 今後に向けて 

今年度は２年継続研究の１年目ということで、学

習指導要領の趣旨を生かす評価の考え方、評価を組

み入れた年間指導計画の作成方法及び観点別学習状

況評価の活用方法等について文献をもとに理論研究

を行った。そして、それらを「学習評価の考え方と

手順」としてまとめた。 

まとめるにあたっては、次の点に留意し、できる

だけわかりやすく使いやすいものを目指した。 

(1) 活用できる評価資料集は、学習評価についての基

本的な考え方が確認でき、評価計画を作成する手

順が具体的に示されていること。 

(2) 学習評価の基本的な考え方と捉え方については、

教員間での共通理解を図りやすくするため、内容

が精選され、理解しやすいように示されているこ

と。 

(3) 評価計画作成の手順については、具体的な例をあ

げながら解説されていること。 

来年度は、今年度まとめた「高等学校保健体育の

学習評価ハンドブック～学習評価の考え方と手順

～」をもとに実際の授業場面での課題を明確にしつ

つ、その解決を目指して授業研究に取り組む予定で

ある。そして、その結果をまとめることで各学校が

評価計画を作成する際に活用できる評価資料集を作

成していきたいと考える。 




